












































































「湖（内藤湖南） 」 （竹清の書入？）を「新海（竹太郎） 」が画いたものと解すれば良いように考える。 「湖南」も画いているが中央の「浩」とは角田本人か。田端白梅園に「小集」を催 た中に角田も居たとうケースを考えるべきであろ 。各々漫画風に順繰りに会する人の似顔を寄せ書きして、記念に各々が自宅へ送ったも か（こうした例は水鳥会などの集まりでも多いように思う） 。
縷々 「瑣事」 についてつらねたが、 竹清のこうした興味の持ち方には、
明らかに同じ集古会 会員諸氏とくに林若樹などの 行き方」とは異なるものが認められるのである。竹清の昭和三 ・ 四年の 「営み 省み、改めて翻字を了えた若樹の日記帳 前にしての感想である。
いわでものことであるが、各葉書の表宛名左右欄外などに小字注記
が認められる。図版１の右上には「春浪」と小字墨書がある。竹清手である。若樹にはあまり見ない身辺 「営み」 思うので 、
どうであろうか。
また、この日記帳には、二点の品がはさみ込まれている。一点は、 報状であり、 もう一 は図書の予約申し込み用葉書である。
ここにはさみ込まれた二点の資料について簡単な記述を附して紹介しておく。









前中島橋の往當りにて、渡世として餅屋を開業したれば世人誰云ふと無く『當り餅』と称したりき。時の城主黒田侯初めて賞翫せられしが、坊間ひさぐ處の餅と其選を異にせるより特に御用を仰 付けられ 将軍家への献上、さては諸藩へ 進物として廣く御用を承はり に 三代の城主光之公の御兄君松平越前守殿には命名 さへ賜はり、 『當り餅』と云はんよ は寧ろ『博多餅』の名こそ相応しからんとて 弊舗の看板を直書にて賜 りたり。　
斯くて明治五年、有栖川宮熾仁親王殿下には畏れ多くも福岡

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































［など思ひ出して悦ぶ］ こゝは順天堂なりなと教ゆれは帰へつたら於かあさまに教へて上けま＝せうなと大元気なり文行堂より 中川得楼老人の頃日切り 人を恋しかり居る由聞きて練塀町ニ同翁を訪ひ暫時談話、床ノ間に井上竹逸の山水幅かゝれり竹逸の逸話なと聞く統一傍ニチョコナンと座し折□
菓子を頂き茶をすゝりて待つ談話廿分程ニて辞去、万世橋外迄








































































などにうかがい知られる“露石”を視野に、 の保 どの動きを考えるべきであることは明らかである。露石の貼込帖に「黙語会」関連の報条数点が貼られていることと併せ 興味は尽きない。全て今後の課題である。
